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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間（平成29年10月１日～平成30年６月30日）における我が国経済は、好調な世界経済に伴う輸

出やインバウンド消費の増加、好調な企業業績、雇用環境の改善により緩やかな回復を続けていますが、米国の通商

政策・金利の上昇、国内では人件費の上昇に伴う諸コストの増加が懸念されており、先行きは不透明な状況にありま

す。 

 当不動産業界におきましては、賃貸オフィスビル（都心５区）の募集賃料は小幅に上昇し、空室率も低水準が続い

ていますが、今後は大型ビルの大量供給が続くため、マーケットの悪化が懸念されます。また、東京23区の賃貸マン

ションの賃料は底堅く推移していますが、空室率は徐々に上昇しており、特にアパートの空室率は水準も高く、上昇

傾向が強くなっています。 

 このような事業環境下、当社はマーケットの動向を見極め、的確なリーシング戦略により、賃貸オフィスビル・レ

ジデンスの高稼働率を維持し、安定収益を確保しながら、既存購入物件のリビルド工事を順次実施し、資産価値の向

上・収益力の強化に取り組みました。 

 

 以上の結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高3,383百万円（前年同四半期比5.5％減）、営業利益776

百万円（前年同四半期比7.0％減）、経常利益399百万円（前年同四半期比7.9％減）、四半期純利益321百万円（前年

同四半期比15.9％減）となりました。 

 なお、当社は賃貸事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、セグメント別の業績

の記載を省略しております。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期会計期間末におきましては、総資産は、前事業年度末の53,698百万円から54,222百万円と523百万円

増加しました。これは主に、仕掛販売用不動産が168百万円、有形固定資産「その他」が206百万円減少したものの、

現金及び預金が94百万円、販売用不動産が195百万円、土地が177百万円、「無形固定資産」に含めている借地権が

103百万円、「投資その他の資産」に含めている関係会社株式（非連結）が398百万円増加したことによるものであり

ます。 

 総負債は、前事業年度末の34,780百万円から35,088百万円と307百万円増加しました。これは主に、未払法人税等

が76百万円、流動負債「その他」が100百万円、社債（1年内償還予定含む）が115百万円減少したものの、長期借入

金（1年内返済予定含む）が691百万円増加したことによるものであります。 

 純資産は、前事業年度末の18,917百万円から19,133百万円と216百万円増加しました。これは主に、前事業年度末

剰余金の配当金150百万円あったものの、四半期純利益321百万円、繰延ヘッジ損失の減少45百万円があったことによ

るものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年11月10日に公表いたしました業績予想からの変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年９月30日) 
当第３四半期会計期間 
(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 10,791,521 10,886,240 

営業未収入金 29,777 24,097 

販売用不動産 174,617 369,620 

仕掛販売用不動産 168,594 － 

未成工事支出金 370 388 

その他 201,757 169,208 

貸倒引当金 △1,600 △1,300 

流動資産合計 11,365,039 11,448,256 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 15,670,010 15,654,631 

土地 24,561,987 24,739,353 

その他（純額） 475,308 268,326 

有形固定資産合計 40,707,306 40,662,311 

無形固定資産 981,485 1,082,855 

投資その他の資産 644,414 1,028,627 

固定資産合計 42,333,205 42,773,794 

資産合計 53,698,245 54,222,050 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 77,440 29,330 

1年内償還予定の社債 230,618 230,618 

1年内返済予定の長期借入金 1,131,274 1,172,985 

未払法人税等 119,002 42,961 

賞与引当金 13,001 15,090 

その他 664,892 564,850 

流動負債合計 2,236,230 2,055,836 

固定負債    

社債 6,025,910 5,910,601 

長期借入金 23,293,355 23,943,095 

退職給付引当金 23,275 22,611 

役員退職慰労引当金 232,011 228,967 

受入敷金保証金 1,832,860 1,834,859 

その他 1,136,974 1,092,365 

固定負債合計 32,544,386 33,032,500 

負債合計 34,780,616 35,088,336 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,969,192 4,969,192 

資本剰余金 5,099,179 5,099,179 

利益剰余金 9,707,301 9,878,041 

自己株式 △422,757 △422,757 

株主資本合計 19,352,916 19,523,655 

評価・換算差額等    

繰延ヘッジ損益 △435,286 △389,942 

評価・換算差額等合計 △435,286 △389,942 

純資産合計 18,917,629 19,133,713 

負債純資産合計 53,698,245 54,222,050 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成28年10月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成29年10月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 3,581,691 3,383,437 

売上原価 2,092,742 1,922,988 

売上総利益 1,488,948 1,460,449 

販売費及び一般管理費 653,653 683,735 

営業利益 835,294 776,713 

営業外収益    

受取利息 400 323 

受取配当金 165 160 

業務受託料 － 2,400 

雑収入 1,133 673 

営業外収益合計 1,700 3,557 

営業外費用    

支払利息 366,238 337,725 

資金調達費用 16,522 17,926 

雑損失 20,060 24,791 

営業外費用合計 402,821 380,443 

経常利益 434,173 399,827 

特別損失    

固定資産除却損 － 13,135 

特別損失合計 － 13,135 

税引前四半期純利益 434,173 386,691 

法人税等 52,085 65,425 

四半期純利益 382,088 321,266 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、事業別に区分された事業ごとに事業戦略を立案し、事業活動を展開しております。したがって当社

は、事業内容を基礎とした「賃貸事業」及び「投資その他事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「賃貸事業」は不動産賃貸事業及びアセットマネジメント業務受託事業を行っており、「投資その他事業」は

主にオフィスビル、レジデンス等及び不動産関連資産への投資事業を行っております。 

 

Ⅱ 前第３四半期累計期間（自 平成28年10月１日 至 平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期財務諸表
計上額（注） 

  賃貸事業 投資その他事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 3,201,484 380,206 3,581,691 － 3,581,691 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 3,201,484 380,206 3,581,691 － 3,581,691 

セグメント利益 1,410,355 78,592 1,488,948 － 1,488,948 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書における売上総利益と一致しております。 

 

Ⅲ 当第３四半期累計期間（自 平成29年10月１日 至 平成30年６月30日）

 当社は賃貸事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、記載を省略しておりま

す。 
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